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課外活動団体４９クラブを紹介する冊子『誠』を創刊

～地域社会との交流を目指して～ 

 

関西大学の課外活動団体で構成されている「文化会」と「学術研究会」は、所属４９

動を紹介する冊子『誠（まこと）』を昨年１２月に創刊し、吹田市や市内の自治会や施設

の団体に配布しました。 

 

冊子『誠』は、それぞれの分野で活動している文化会や学術研究会の各クラブが地域

し物に参加するなど、地域社会との交流を図っていくために作成したものです。 

これまで学術研究会の「法律相談所」が無料で市民の法律相談にのる出張法律相談を

文化会の「マンドリン倶楽部」が吹田市民病院で患者さんの癒しのために演奏会を行っ

ましたが、各クラブの具体的な活動を知ってもらうことで、地域社会との連携をより一

いきたいと考えています。 

 

冊子『誠』の創刊と配布に取り組んだ文化会本部長の貴島沙耶香さん（所属：美術部

年次生）は、「この『誠』の最大の目的は、地域との交流です。関西大学は地域との共生

会貢献を目指していますが、私たちも同様です。地域からの要望・依頼があれば、地域

物に積極的に参加・協力していきたいと考えています。」と地域社会との交流への意欲を

す。 

 また、学術研究会運営委員長の青木誠史さん（所属：マスコミュニケーション学研究

部４年次生）は、「今後は、年１回の冊子『誠』に加えて、私たちの活動を地域の方々に

感じていただくため、タブロイド紙を年４回程度発行していきたいと思っています。第

中旬の文化フェスティバルに合わせて発行する予定です。」と今後の抱負を語っていま

  

つきましては、標記冊子をご参考までに送付させていただきますので、ご一読いただ

です。 

 

 
【この件に関するお問合せ先】 

関西大学 総合企画室広報課 ／ 川瀬、北谷 

〒564-8680 大阪府吹田市山手町 3-3-35 TEL：06-6368-0075 FAX：06-6337-

http://www.kansai-u.ac.jp 
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■「文化会」「学術研究会」に所属する主な課外活動団体の実績 

＜奇術研究部＞ 

関西大学で最も出演依頼の多い人気のクラブ。地域の自治会や地域の小、中学校など多くのステ

ージに出演 
＜速記部＞ 

２００５年１２月全日本大学速記競技大会で３６連覇を達成 
＜美術部＞ 

２００６年度は神戸空港誕生記念のタペストリーを製作 
＜マンドリン倶楽部＞ 

マンドリンが癒しの音色を持っていることから吹田市民病院で演奏 
＜ユネスコ研究部＞ 

募金活動や吹田市の子供たちと交流する「ユネスコスクール」を毎月実施。赤十字公認の救急法

の資格取得に向けて勉強中 
＜落語大学＞ 

老人ホーム慰問など。２００５年２月全国学生落語選手権で瓜田家風凛
つめたやふうりん

さんが優勝 
＜英語研究部＞ 

２００５年１１月第３３回All Japan Debate Tournament英語ディベート個人戦で一ノ宮渉さ
ん（文３）が優勝、２００５年１２月NAFAT全国本選においても団体戦優勝 
＜朝鮮歴史研究部＞ 

朝鮮の民族楽器の演奏が活動の中心。吹田まつり（８月）や四天王寺ワッソ（１１月）にも出演。 
＜法律相談所＞ 

毎月第２水曜日に一般市民向けの法律相談を天六キャンパスで開催。移動法律相談や出張法律相

談を大阪府下や各地の自治体と協力して開催 
 
■冊子『誠』掲載クラブ一覧 
 
◇文化会（２７団体） 囲碁部  映画研究部  演劇研究部「学園座」  奇術研究部  ギタークラブ 

吟詩部  グリークラブ  軽音楽部  交響楽団  混声合唱団「葦」 

混声合唱団「ひびき」  茶道部  写真部  書道部  将棋部  速記部 

探検部  能楽部  邦楽部  美術部  文芸部  マンドリン倶楽部 

ユースホステルクラブ  ユネスコ研究部  落語大学  レコード音楽部 

ポピュラーミュージック創作研究会 

◇学術研究会（２２団体） 英語研究部  現代文学研究部  国文学研究部  史学研究部 

スペイン語研究部  中国研究部  朝鮮歴史研究部  独逸文学研究部 

仏蘭西文学研究部  会計学研究部  経済研究部  証券研究部 

政治学研究部  千里山法律学会  法社会学研究部  法律相談所 

海外調査研究部  広告研究部  社会科学研究部  心理学教育学研究部 

哲学研究部  マスコミュニケーション学研究部 

 


